
目的
高齢者とのコミュニケーションを図るために地域での

レクリエーションを提供したいと考えた。

ダーツ盤の見やすさ
通常のダーツ盤12等分
に分割し、多くのコント
ラストをなす暖色系の色
にする。
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まとめ
・ダーツの先端にはマグネットを使用した
・矢の形状を持ちやすい物にした
・見やすいダーツ盤にした

矢の形状・材質
マグネット：ネオジム磁石
シャフト＆フライト：ポリカーポネイト
バレル＆ティップ：チタン合金


